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S E A N E T はS o u t h  E a s t  A s i a  A m a t e u r  N e t w o r k の略で、毎日1 2 0 0 U T C （日本時間の2 1 時）から1 4 . 3 2 0 M h z でロールコールを行っ
ている形式ばらないグループのことである。1 9 7 1 年の1 2 月末から翌月の初めにかけてマレーシアのペナン島でアイボールQ S O
したのがS E A N E T コンベンションの始まりで、その後一回流れただけで毎年開催されている。

ソウルで開催された今年のS E A N E T コンベンションは、私が最初に参加した2 0 0 3 年のジョホール・バールコンベンションにその契
機がある。東南アジアのネットであるS E A N E T はその時既に域外のインド（マドラス（現在のチェンナイ））とオーストラリア（ダーウイ
ンとパース）で開催されており、ヨーロッパや北・中アメリカ大陸からの参加もありまさにワールドワイドのコンベンションであった。

ジョホール・バールに着く前夜のシンガポールで、今回のソウ
ル開催の指揮を執ったC h a e （H L 2 K D W ）さんに初めて会った。
初参加の私にとっては背景が全く分からなかったが、同行のク
ラブの人達が、もしジョホール・バールのコンベンションで「そろ
そろ日本で開催したらどうか」の声が出た時にどう対処するかを
話し合っていたことを思い出す。これまで毎年日本から大勢参
加し楽しませてもらっているので、もしその声が掛かって日本の
何所かが開催の意思を示してくれれば我々は全面的にそれに
協力しよう、しかしそうでなければ大阪開催に手を挙げて応え
ようと言うのがその結論であった。このときC h a e さんは翌年の2 0
0 4 年に主催するI n t e r n a t i o n a l  Y L  M e e t i n g  2 0 0 4  S e o u l の宣伝を
目的としての参加であったが、S E A N E T コンベンションが日本
で実現したらソウルでもやりたいとの願望を持っていることも
知った。事実ジョホール・バールで日本開催を望む声が強いこ
とを身をもって知り、翌年のバンコックコンベンション2 0 0 4 では
開催地として立候補するに至り全会一致で決定された。インド
で2 回目となるバンガロールコンベンション2 0 0 5 のあと、極東ア
ジアで最初となる大阪コンベンションが実現したことは御承知
の通りである。C h a e さんは大阪開催に協力してくれ、我々は今
回のソウル開催に心からの応援をしてそれに応えることができ
た。来年は引き続き極東アジアの上海開催が決まっており、準
備の熱気がもう既に伝わってきている。また再来年は再び東南
アジアに戻ってブルネイの1 2 年ぶりの開催が承認されている。
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S E A N E T コンベンションは今回が3 7 回目になるがこのように長く続く理由は、①毎日のネット交信、毎年のコンテストとコンベンションによる継
続的なメンバー同士の交流と親睦、②新しいメンバーに対する心からの歓迎、③組織のバックアップの有無や大小などに支配されることな
く、あくまでも積極的な個人のリーダーシップによる情熱的な取り組みに因っていると考える。私はこの三つをS E A N E T の精神と勝手に呼ん
できた。事実S E A N E T には自分で積極的に買って出たり要望されたりする役割はあるものの、組織や役職は無く誰から指示されるわけでも
無い。個人の積極性を原点に自然な形で運営され、それがメンバー全体の気持ちに良く調和している。仮に何か課題が発生した場合は、
アクティブなメンバー同士で処理し解決していくであろう。S E A N E T の魅力は此処に有ると思う。

写真2 ：S E A N E T ｼ ｮ゙ﾎｰ ﾙ・ﾊ ﾞー ﾙで韓国を代表して
挨拶とY L ﾐｰ ﾃｨﾝｸ の゙宣伝をするC h a e さん



最後に皆さんにお伝えしたい嬉しいことがあった。 最終日の前夜、D r . K N （ケン）（9 M 2 K N ）、P o n w a t （H S 1 X I M ）、私の3 人がホテルの部
屋で、明日のセミナーのことなどを話し合っていた。その時D r . K N がサイレントキーで過去の紹介洩れがなかったかと聞いてきた。私は
精々7 年前からの参加でS E A N E T の歴史を刻んできたオールドタイマーの方々を知っている訳ではないが、その後すぐ彼の意図すると
ころが分かった。それは今回三好京子（J R 3 M V F ）さんが参加しているので、今は亡き三好二郎（J A 3 U B ）さんを改めてもう一度偲ぶ方法
を考えていたのである。 即ちS E A N E T 2 0 0 7 ランパン参加記で報告したように、彼の計らいで既に心のこもった哀悼が表されていたので、
今回彼はもう一度そのきっかけを掴もうとしていたのであった。翌日セミナーの冒頭で、彼は真っ先に三好二郎さんへの哀悼の言葉とS E
A N E T 大阪を成功させたことを紹介して人々の記憶を呼び戻すとともに、日本で初めてそして極東アジアへの広がりの先鞭をつけた功
績を丁寧に説明してくれ、皆はそれに聴き入って黙祷した。何時もながらのD r . K N の心遣いを嬉しく思った次第である。

今年は例年より一日長い日程であったがそれもあっという間
に過ぎ去り、来年の上海での再会を夢みて皆幸せな気持ち
でソウルを後にしたことは言うまでもない。
C h a e さん、お世話をして頂いた皆さん有難うございました。お
疲れ様でした。
( d e 　J E 3 B E Q )
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写真3 ：S E A N E T 大阪でｿｳﾙ開催の意志を表明し拍手を
受けるC h a e さん

写真4 ：念願叶ってS E A N E T ｿｳﾙ開催の挨拶を述べるC h a e さん

写真5 ：次期開催都市「上海」へﾊ ﾅ゙ ｰを引き継ぎ
大役を終えるC h a e さん


